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平 成 23 年 度 教 育 委 員 会 重 点 施 策 の 予 算 要 求 概 要 
～ 長野県教育の更なる充実を目指して ～ 

「不登校対策」「高校再編」「特別支援教育の充実」の重要課題 3 本柱に加え、新たに「学力・体力の向上」を最重要課題に位置付けるとともに、教育環

境の整備を推進するため、国の定数改善計画に先行して段階的に中学校 30 人規模学級編制を導入する。 

要求の基本方針（基本的考え方） 

 
重点施策 『１＋３』（ワン プラス スリー）の要求概要 

 

■○新 学力向上推進プログラム構築事業（要求額：29,154 千円） 

○客観的データに基づく学力向上施策の展開 

   ・「学力向上のためのＰＤＣＡサイクルづくり事業」の強化・拡充 

   ・全国学力・学習状況調査の採点・集計費用を財政支援（補助率 1/2）

○教員の指導力・力量向上に向けた研修の充実 

   ・学力向上に向けた目標達成型の研修を導入 

  ○既存取組の強化 

   ・学力向上ＰＴの設置／日常授業の充実／小中連携強化 等 

 

■○新 かがやけ信州っ子 体力アップ事業（要求額：8,543 千円） 

   ○「1 校 1 運動」及び全学校での体力テストの実施 

○外部指導者を派遣した魅力ある体育授業の実施 

  ○体力テスト結果を活用した家庭における体力向上の意識醸成  等 

 

 ■「笑顔で登校」支援事業補助金（要求額：30,000 千円） 
 ■高校における学校不適応に対応するため、新たに外部人材等を活用し

た地域支援体制の構築を図るほか、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰの配置
等を通じて、引き続き取組を推進 

 

 ■高等学校再編整備事業（要求額：1,835,321 千円） 
  ○中高一貫校：屋代高等学校に併設する中学校校舎の建設工事 
  ○飯田新校及び飯山新校の建設工事 
  ○須坂・佐久・大町地区における新校の地盤調査 

 

 ■特別支援学校教員の増員 6２人（要求額：316,200 千円） 
 ■長野ろう学校の改築及び長野養護学校三輪校舎の建設工事 

（要求額：748,470 千円） 
 ■○改 発達障害児総合支援事業（要求額：63,746 千円） 
  ○地域の組織や人材を活用した支援体制の構築 

○発達障害に関する相談体制等の充実 

≪中学校 30 人規模学級の導入（H23 は中学校 1 学年）≫ 
■活用方法選択型教員配置事業の見直し 

○中 1 における 30 人規模学級編制と少人数学習集団編成との 
選択制の導入 

 ○学級数の増加に伴う専科教員を新たに 37 人配置 

不登校児童生徒に対する支援

高等学校の再編整備

特別支援教育の充実 

学力・体力向上に向けた取組 

【期待される効果】 
 落ち着いた授業の成立        
 子どもと向き合う時間の確保     

「学力・体力の向上」「不登校など中 1 ギャップへの対応」「発達障害などに対
する個別指導の充実」・・・

一人ひとりに応じたきめ細かい 
支援・指導が可能に 

知 ・ 徳 ・ 体 が 調 和 す る 教 育 環 境 の 整 備


